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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

日の問四は、登場人物の設定の仕方にっいて、描写を基に捉える力をみる問題だが、
正答率が 8 割を超えており、「読むこと」の力が身に付いていることがうかがわれる。

登場人物の人物像や相互関係を捉え、文章の内容をより深く理解するととを心掛けたい。

回の問二は、資料を活用して話す力をみる問題だが、正答率が約 8割であり、学習の成
果がみえる。話し言葉の特徴や、視覚に訴えることの効果などを踏まえ、どのような資

料をどのように用いればよいのかを考えることを大切にしたい。国の作文は、標語に表
れているものの見方や考え方を踏まえて、経験や知識と結び付けながら自分の考えを表

現する力をみる問題である。 7割を超える受検者が 9 点以上得点しており、学習の_成果

がみえる。一方で、高等学校から「体験や見聞きしたことが具体的に述べられていない」

との報告が寄せられている。考えや意見の根拠となることを具体的に記述するなど、自

分の考えがよりよく伝わる文章になるように工夫することが大切である。

国 言五
日口

(2)課題がみえる問題

国の問二は、品詞にっいての基礎的な知識・技能をみる問題だが、正答率は4割を下
回り、課題がみえる。それぞれの単語のもつ文法的な役割とともに、それぞれの品詞が

文のどのような成分になるかを理解する学習を心掛けたい。国の問六は、論理の展開を
捉えた上で、叙述を基に要旨を把握する力をみる問題である。部分点を含め正答率が約

6 割であるが、高等学校から「言葉のもつ二面性について読み取った上で、内容を説明

できていない」という報告が寄せられている。説明的な文章を読むときには、段落ごと

に内容を捉えたり、段落相互の関係を押さえたりしながら、大きな意味のまとまりごと

に文章全体における役割を捉える学習に取り組みたい。国の問二及び問四は、登場人物
の心情の変化について、描写を基に捉える力をみる問題だが、正答率が伸びなかった。

登場人物の心情の変化や言動の意味を考えることを通して、古典に表れたものの見方や

考え方を知る学習を大切にしたい。

2 今後の学習のポイント(授業改善のポイント)

(1)国語で正確に理解し、適切に表現することができる

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図りながら、国語で表現された内容や事柄

を正確に理解することや、国語を使って内容や事柄を適切に表現することができる。

(2)自ら進んで読書に取り組むことができる

知識を得たり、自分の考えを広げたり深めたりすることができるよう、図書館を活

用するなどして、自ら進んで読書に取り組み、集めた情報を活用することができる。

(3)授業者は、目指す資質・能力の確実な育成に向けた授業計画と評価の工夫を

授業者は、各単元で育成する資質・能力を適切に位置付けた年間指導計画を作成す

るとともに、言葉による見方・考え方を働かせて深い学びを実現する学習過程を大切

にし、資質・能力の育成に適した言語活動の充実を図りたい。その上で、資質・能力

が身に付いたかどうかを適切な評価規準に基づいて評価し、指導の改善にっなげたい。
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結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

国の 1 は、大陸と海洋の分布にっいての基礎的な知識をみる問題だが、正答率が 8
割を超えており、学習の成果がみえる。地球儀や世界全図などを活用して、六大陸と

大洋の大まかな形状と位置関係を捉える学習が十分に行われていることがうかがわれる。

回の 2(2)は、日本の資源・エネルギー利用に関連する基礎的な知識をみる問題だが、
正答率が 9割を超えており、学習の成果がみえる。持続可能な社会の形成に向けて、新

しい資源・エネルギーの開発やその利用にっいて、関心が高いことがうかがわれる。回
の 3(2)は、地形図から、必要な情報を読み取る力をみる問題だが、正答率が 8 割を超

えており、学習の成果がみえる。授業において、地形図や主題図などの様々な資料から、

必要な情報を的確に読み取る技能の習得が図られていることがうかがわれる。回の 4 は、
歴史に関わる事象の意味や意義を説明する力をみる問題だが、正答率が 8割を超えてお

り、学習の成果がみえる。時代の転換の様子や各時代の特色を考察する学習が十分に行

われていることがうかがわれる。

社

(2)課題がみえる問題

回の 2(1)は、日本の諸地域の産業にっいて、資料を読み取り、思考・判断する力を
みる問題だが、正答率が低く、課題がみえる。様々な資料を活用して日本の諸地域の地

域的特色を捉える学習を大切にしたい。回の 1(1)は、年代の表し方を問う問題だが、
正答率が低く、課題がみえる。高等学校からは「世紀の定義に関する不正確な認識が目

立つ」との報告が寄せられている。歴史的分野の学習を通じて、年代の表し方や時代区

分の意味や意義について、確実に理解し身に付けることが大切である。 6 の 1(1)は、

現代の社会的事象について、資料を基に、思考・判断する力を問う問題だが、正答率が

低く、課題がみえる。経済に関する様々な事象や課題を捉え、考察する際には、効率と

公正、希少性などの概念的な枠組みに着目したり関連付けたりすることを心掛けたい。

2 今後の学習のボイント(授業改善のボイント)

(D 身近な社会的事象について説明したり議論したりすることができる

身に付けた基礎的な知識を活用して、社会的事象の意味・意義や特色、事象間の相

互の関連を説明したり議論したりすることができる。

(2)多面的・多角的に考察する学習に主体的に取り組み、学習の振り返りができる

持続可能な社会を築いていくために解決すべき課題について多面的・多角的に考察

し、構想(選択・判断)することができる。学習の振り返りを行うことで、自分の学

びや変容を自覚し、次の学びにつなげることができる。

(3)授業者は、学習過程を工夫し、深い学びの実現を

授業者は、単元を貫く課題(問い)を設定し、生徒と課題(問し→を共有したい。

また、多面的・多角的に考察し、公正に判断する力を育成するため、考察、構想(選

択・判断)したことを、根拠や理由を明確にして説明・議論する場を充実させたい。

さらに、社会的な見方・考え方を働かせるための働きかけ(発問、問い返し等)を工夫

して、社会科としての本質に迫る深い学びを実現させたい。

会
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

国の 2 は、二次方程式の解を求める力をみる問題だが、正答率が約 9割であり、学習
の成果がみえる。解の公式を知り、二次方程式を解けるようになるだけでなく、解の公

式が導かれる過程を知ることも重視したい。回の 1(1)は、反比例の比例定数を求める
力をみる問題だが、正答率が高く学習の成果がみえる。関数について、変化や対応の特

徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付けて理解できるようにしたい。回の 2 は、
確率を用いて不確定な事象を捉え、説明する力をみる問題だが、受検者の71.2%が 5割

以上得点しており、学習の成果がみえる。説明する力を付けるために、説明に何を含め

ればよいかを明らかにすることが大切である。

数

(2)課題がみえる問題

回の 3(1)は、方程式を活用する力をみる問題だが、正答率が低く課題がみえる。方
程式を活用するに当たっては、その立式の段階が重要である。事象の中の数量や数量の

関係を式に表現する力を身に付けたい。回の 1(2)は、伴って変わる二っの数量の関係
を捉え、考察する力をみる問題だが、正答率が低く課題がみえる。関数を用いて具体的

、_ノ

な事象を捉え、考察し表現する力を身に付けたい。回の 1は、三角形の合同条件などを
用いて、論理的に証明する力をみる問題だが、 5割以上得点した受検者は全体の18.9%

であり、課題がみえる。結論に至るまでの過程を、論理的に考察し表現する力を身に付

けたい。

12M
子・

2 今後の学習のボイント(授業改善のボイント)

(D 学習したことを活用するために、数学的活動に主体的に取り組むことができる

授業での数学的活動を通して、基礎的・基本的な内容にういて実感を伴って理解

した上で、一人一人が結果を予測したり、既習内容とのつながりを考えたりするこ

とができる。

(2)授業以外の日常生活の様々な場面で、学習したことを活用することができる

授業の中だけでなく、日常生活の様々な場面でも、学習したことを積極的に活用

して考えたり判断したりすることができる。

(3)授業者は、生徒が自立的、協働的に問題解決するための工夫を

数や式、図、表、グラフ等を関連付けながら、事象を論理的に考察し表現する活動

を通して、説明する力や記述する力を養いたい。また、生徒が自分の考えを補ったり 、

再構築したりする場や、問題解決の過程や結果を踏まえて、統合的・発展的に考察す

る機会を大切にしたい。
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

回の 1(2)、回の 2、回の 4、回の 1 は、第 1分野及び第 2分野にっいての基本的な
知識をみる問題であるが、正答率はいずれも8割を超えており、学習の成果がみえる。

学習の基礎となる科学的な知識が定着していることがうかがわれる。国の 2(2)は、観
察・実験の計画を立案する力をみる問題であるが、正答率は 8割を超えており、学習の

成果がみえる。観察・実験の条件を検討し、的確に判断する力が養われていることがう

かがわれる。回の 1(2)、回の 2 は、科学的な思考力、判断力、表現力をみる問題であ
るが、正答率はいずれも約 8割であった。今後も、科学的な知識や概念を使用して考え

たり説明したりする学習活動を充実させるように心掛けたい。

理

(2)課題がみえる問題

国の 5、回の 1は、観察・実験の結果を処理する力をみる問題であるが、正答率が低
く、課題がみえる。得られたデータや資料を、グラフや図などの多様な形式で表すなど、

結果を分析して解釈し、適切な判断を行うような学習活動を充実させるように心掛けた

い。回の 4 は、理科の学習で得た知識及び技能を活用して、思考し、表現する力をみる
問題であるが、正答率が約 2割と低く、課題がみえる。身近な現象について、科学的な

知識と結び付けて考察するような学習活動を充実させるように心掛けたい。回の4 は、
物体に働く力について、作用・反作用の働きと関連付けて思考し、判断する力をみる問

題であるが、正答率が 3割を下回った。科学的な原理や法則について、日常生活や社会

と関連付けながら、科学的に探究する態度を養いたい。

科

2 今後の学習のボイント(授業改善のポイント)

(D 科学的な知識や概念を使用したり、日常生活や社会と関連付けたりできる

自然の事物・現象に関して、科学的な知識や概念を使用して説明したり、日常生

活や社会と関連付けて科学的に考察したりすることができる。

(2)見通しをもって観察・実験を行い、考察したことを科学的に表現できる

観察・実験の目的を自ら考え、根拠のある予想や仮説を立て、結果を見通した計

画が立案できる。観察・実験の結果を基に課題に正対した考察を行い、その内容を

科学的な概念を使用し、適切に表現することができる。

(3)授業者は、生徒の興味・関心を高めるとともに、科学的に探究する指導計画と、

指導と評価を一体化させた学習指導の工夫を

授業者は、生徒の興味・関心を高められるような事物・現象を題材にして、探究

の過程を効果的に位置付けた指導計画を作成したい。また、指導と評価の一体化を

図るため、学習の成立を促すための評価という視点を重視することによって、指導の

ねらいに応じて生徒の学びを振り返り、学習や指導の改善に生かしていくというサ

イクノレを大切にしたい。

7
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1 結果の考察

(1)学習の成果がみえる問題

国の 3 のNO.2は、日常的な話題に関するスピーチを聞いて、要点を把握する力をみる
問題だったが、 9割の正答率であり、学習の成果がみえる。ある程度の情報が入ったま

とまりのある英語を、聞いて理解できるようになっていることがうかがわれる。回の 1
(1)は、正答率が高く、学習の成果がみえる。基本的な言語材料を繰り返し活用するこ

とで、学習内容が確実に定着していることがうかがわれる。同は、日常的な話題にっい
て、英語を読んで得られた情報を活用し、自分の考えを表現する力をみる問題だが、正

答率が高く、学習の成果がみえる。コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに

応じて、情報を整理しながら考えを形成し、表現できるようになっていることがうかが

われる。

^

央

(2)課題がみえる問題

国の 2 のウは、日常的な話題にっいて、必要な情報を聞き取る力をみる問題だが、正
答率が 5割を下回り、課題がみえる。自然な・口調で話される英語を聞いて、話し手の意

向を正確に把握することができるようにしたい。回の 3(2)は、文構造や文法事項を正
しく用いて正しい語順.で文を構成する力をみる問題であるが、正答率が低かった。 ^考玉

「コロロ

材料については、意味のある文脈でのコミュニケーションの中で繰り返し触れることを

通して、運用能力を高めていきたい。回の 5 は、まとまりのある文章を読んで概要を把
握する力をみる問題だが、正答率が低く、課題がみえる。物語を読む際は、特定の部分

にのみとらわれたりすることなく、全体のあらすじを捉えるような学習も心掛けたい。

言五
云口

2 今後の学習のボイント(授業改善のポイント)

(D 英語を聞いたり読んだりして、必要な情報や概要、要点を捉えることができる

目的や場面、状況などに応じて、何を聞き取らなければならないか、あるいは読み

取らなければならないのかを判断し、「聞くこと」や「読むこと」を通して、必要な

情報や大まかな内容、大釖な部分を理解することができる。

(2)英語で聞いたり読んだりしたことを基に、自分の考えや気持ちなどを英語で伝え

ることができる

「聞くこと」や「読むこと」を通して理解した情報や考えなどを基に、伝えるべ

き内容を既存の知識や体験などとも関連付けながら判断し、「話すこと」や「書くこ

と」を通して表現することができる。

(3)授業者は、育成を目指す資質・能力を明確にし、身に付けた知識及び技能を生徒

が選択しながら活用する学習活動の充実を

生徒の実態や学年・領域別の目標に基づき、各単元や各時間の明確な目標を設定

し、生徒と共有したい。また、五つの領域の言語活動を通して、思考・判断・表現す

ることを繰り返す授業づくりを図りたい。
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令和5年度山形県公立高等学校入学者選抜実施状況
(入学定員・入学志願者数・合格者数等)

年度別比較

年

中学校卒業者数

度

県

入学定員

入学志願者等の数

平成31年度

倍

合格者等の数

率

全

9,798

最終倍率

6840

充足率

令和2年度

日

市

6,426

入学定員

入学志願者等の数

094

制

9,613

6,000

倍

6,720

合格者等の数

令和3年度

093

6203

87フ%

率

最終倍率

092

9,112

充足率

、

280

5β29

6,720

入学定員

令和4年度

336

入学志願者等の数

091

5,786

867%

120

・十

倍

282

086

合格者等の数

9324

280

5,400

120

1007%

6,600

率

364

令和5年度

最終倍率

085

5,554

フ,120

130

80.4%

充足率

6762

283

084

入学定員

9,159

入学志願者等の数

280

5261

130

101.1%

6,480

095

制

338

6282

083

倍

5343

フ,000

797%

合格者等の数

121

094

6,567

282

082

882%

率

最終倍率

280

5,024

121

1007%

094

充足率

331

総

280

6,t12

081

フ,000

入学定員

フ75%

1.18

入学志願者等の数

124

092

6,124

282

0.44

873%

280

倍

1.18

1007%

122

087

合格者等の数

338

280

5,682

0.44

6880

121

436%

率

(注)

( 1 )

127

最終倍率

086

5885

280

0.45

フ,400

812%

充足率

120

100.0%

6886

123

086

( 2 )
( 3 )
( 4 )
( 5 )

( 6 )

中学校卒業者数は、学校基本調査結果報告書の中学校3学年と義務教育学校9年生の
生徒数の合計とする。

、宇心願煮笈の数=入字や願耆数+併散型中字校から併設型高等学校への入学予定者数
口立'_ヰーロ恵土史字校から併ミ又土高等字校への入字予定者数
受検者等の数=入学志願者等の数L取消.欠席者数
充足率=合格者等の数÷入学定員XI00

280

5543

0.45

6760

093

439%

103

6,404

085

5,681

7280

037

806%

092

6,694

102

084

865%

280

5304

037

092

36.4%

130

6235

083

0.46

7280

785%

091

6227

125

856%

280

0.45

086

446%

133

5784

フ,160

0.48

084

6,015

130

795%

0.47

084

46.4%

5,668

7ρ40

083

5814

792%

083

5,434

081

フ72%

11

立

立

合

定
時

計



2 課程別・学科別

区

学

分

昔通科

科

理数

人

入学定員

探究

数

3360

全

前年度比

楽

体

日

80

240

制

受検者等の数

業

工業

人

0

40

商業

0

数

80

2724

水産

0

400

最終倍率

1,120

家庭

0

115

看護

0

081

560

458

合格者等の数

情報

人

0

総合学科

1.44

40

18

0

数

191

80

99

27フフ

0

0.45

205

▲ 40

40

充足率

798

124

通

工業

フフ

40

826%

0

051

総合学科

245

680

552

6760

963%

全定

0

071

18

18

(注)

( 1 )

102.1%

0

099

200

き十

▲80

81

57

45.0%

' 120

0.45

205

45

・十

1013%

0

入学定員の増減は、全日制の水産科仂口茂水産-1)、総合学科(天童-1、高畠-1)、
定時制の工業科(米沢工業-1)、総合学科(米沢工業十 1)の、各校学級数増減による
ものである。

受検者等の数=入学志願者等の数一取消・欠席者数
入学志願者等の数=入学志願者数十併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数

最終倍率=受検者等の数÷入学定員

合格者等の数=合格者数十併設型中学校から併設型高等学校への入学予定者数

充足率=合格者等の数÷入学定員XI00

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

071

796

80

44

513%

0

496

280

1.13

465

▲40

5,598

71.1%

7ρ40

1.10

17

40

886%

068

59

93

425%

▲ 120

0

083

40

0

738%

0.47

41

38

100.0%

0.00

452

131

1025%

5304

5729

0.48

665%

0.47

93

785%

081

0

465%

37

0.0%

130

463%

5,434

46.4%

フ72%

12

合計

果
口
王

音

育
専
門
教
育
を
主
と
す
る
学
科

農

合

普

定
時
制

合



3 推薦入学者選抜実施状況(令和5年度)

区
課程

分
学科

入学定員

募集人員

白通

志願者数

3360

内定者数

理数

志願倍率

62

80

10

探究

充足率

10

240

音楽

0.16

16.1%

全

専門教育を主とする学科

40

区

体育

20

分

入学定員

80

農業

日

18

募集人員

64

400

全日制

18

工業

志願者数

94

090

制

104

1,120

計

90.0%

内定者数

66

商業

70

1.47

284

志願倍率

6760

103.1%

560

70

水産

305

約880

充足率

067

リ1 16

258

673%

40

家庭

203

860

1ρ7

12

131

690

908%

80

看護

区

175

098

8

課程

24

t129%

78.4%

40

分

入学定員

8

入、学!定員

情報

学科

067

12

12

募集人員

募集人員

総合学科

全日制・定時制
総計

667%

12

40

普通

志願者数

050

27

志願者数

定時制

内定者数

10

50.0%

12

200

内定者数

680

工業

225

志願倍率

志願倍率

8

100.0%

172

7ρ40

充足率

総合

<注>

(1)志願倍率=志願者数÷募集人員

(2)充足率=合格内定者数÷募集人員XI00
(3)推薦選抜で志願者があった学校

全日制:28校(前年27校)

65学科(前辱65学科)
(4)募集人員(実施要項よの)

普通科(小規模校):30%以内

理数 科 :20%程度(実施校なし)
音楽 科 50%程度

体育 科 80%程度
臓業に関する学科:30%以内
総合学科 30%以内

※県外志願者受入れを実施する場合は50%以内
※募集人員の計は各校で定めた人員を単純に合計したものである

(5)連携型選抜は含まれていない

8

約880

充足率

0

105

080

80.0%

80

860

97

量十

0.61

690

280

56.4%

098

78.4%

、

13

区
分


